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特集「かがやく」
「かがやく」をキーワードに、社会資本整備に関わるさまざまな取り組みについて考えていく

美しくかがやく
地域の話題	よりみち この街　Vol. 31
	 �昼は陽光の中で、夜は闇に美しく「かがやく」、
	 �ガラスブロックの建築　　鈴木 伸子

連載「けんせつのでんせつ」シリーズ81
建設の幻獣 2
手
ち ょ う の

斧梵
ぼ ろ

論ほか

トピックス 愛知支店から

光り輝くレトロな美
「名古屋市市政資料館」

04

1016 18

日本橋髙島屋Ｓ．Ｃ．本館（東京都中央区　重要文化財）

（提供：株式会社 橋本店）故・菊岡倶
と も や

也氏旧蔵の社史（一部）

東京ゲートブリッジ（2012年竣工　東京都江東区）

名古屋市市政資料館
（愛知県名古屋市　写真提供：（公財）名古屋観光コンベンションビューロー）

セルキー（左）、ミノタウロス（当館職員　上原由子画）

表紙の写真�
水戸芸術館シンボルタワー
（茨城県水戸市）

1990年に開館した複合文化施設「水
戸芸術館」のシンボルとして建てられた
塔。設計は国際的に活躍した建築家
の磯崎新

あらた

が担当した。ガラス張りのエ
レベーターで内部構造を見ながら地上
86mにある展望室にのぼることができる。

P12-13　 Photo Gallery
「キラキラとかがやく」をご覧ください。

建設産業図書館事務局　江口 知秀

キラキラとかがやく
Photo Gallery

「かがやく」土木！
「かがやく」建築！

12

08
ルポルポ

笑顔がかがやく
健康経営で従業員の笑顔が「かがやく」
長時間労働の是正へ、まず時間把握から
株式会社 橋本店 代表取締役 社長　　武田 文孝 氏

建設産業図書館の
社史・団体史コレクション

14

04
かがやく まちづくり
首都高更新の難工事に併せて進む
日本橋が「かがやく」まちづくり

巻頭インタビュー

首都高速道路株式会社 更新・建設局 副局長　　日隈 宏治 氏
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２
０
４
０
年
度
、日
本
橋
が
架
か
る

日
本
橋
川
の
上
に
77
年
ぶ
り
に
青
空
が

戻
る
。高
架
橋
で
河
川
を
覆
う
首
都
高

速
道
路（
以
下
、首
都
高
）都
心
環
状
線

の
神
田
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
以
下
、Ｊ
Ｃ

Ｔ
）―
江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
約
１.１
㎞
の

事
業
区
間
を
、周
辺
再
開
発
に
併
せ
地

下
構
造
に
切
り
替
え
る
た
め
だ
。工
事

の
進
捗
や
都
心
部
で
の
更
新
の
苦
労
な

ど
を
、事
業
主
の
首
都
高
速
道
路
株
式

会
社
で
更
新・建
設
局 

副
局
長
を
務
め

る
日
隈 

宏
治
氏
に
聞
い
た
。

―
現
場
で
は
い
ま
、既
設
の
橋
脚
か

ら
橋
げ
た
を
受
け
替
え
る
た
め
の
橋
脚

の
設
置
工
事
や
河
積
阻
害
率
の
上
昇

を
抑
え
る
た
め
の
護
岸
拡
幅
工
事
な
ど

関
連
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。工
事

全
体
の
進
み
具
合
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
隈　

主
要
な
工
事
は
大
き
く
３
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

施
工
者
に
発
注
済
み
で
着
手
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
一つ
は
、更
新
区
間
の
西
寄
り
、

常
盤
橋
近
辺
で
進
め
る
開
削
ト
ン
ネ
ル

工
事
で
す
。２
つ
目
は
そ
の
東
隣
、日
本

橋
近
辺
で
は
、シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
、

さ
ら
に
そ
の
東
寄
り
の
江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ

近
く
で
進
め
る
開
削
ト
ン
ネ
ル
工
事
と

擁
壁・掘
割
工
事
を
進
め
ま
す
。３
つ
目

は
、今
回
の
工
事
で
新
設
す
る
ト
ン
ネ
ル

と
既
設
の
高
架
橋
を
つ
な
ぐ
工
事
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
が
す
べ
て
完
成
す

る
の
は
２
０
３
５
年
度
の
見
通
し
で
す
。

そ
こ
か
ら
車
の
流
れ
を
地
下
構
造
に
切

り
替
え
た
う
え
で
、日
本
橋
川
内
の
高

架
橋
を
撤
去
す
る
工
事
を
進
め
ま
す
。

日
本
橋
川
の
上
に
青
空
が
戻
る
の
は
現

在
、２
０
４
０
年
度
の
予
定
で
す
。

―
こ
の
工
事
は
日
本
橋
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、計
画
そ
の
も
の

は
首
都
高
の
大
規
模
更
新
と
し
て
浮

上
し
た
も
の
で
し
た
。

日
隈　

そ
う
で
す
。首
都
高
都
心
環

状
線
は
道
路
渋
滞
の
緩
和
を
図
ろ
う

と
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、神
田
橋
Ｊ
Ｃ

Ｔ
―
江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
区
間
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
翌
年
に
控
え
た
昭
和
38

年（
１
９
６
３
）12
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、首
都
高
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が

進
む
一
方
で
、年
数
を
経
た
構
造
物
の

安
全・安
心
を
確
保
す
る
必
要
が
高
ま

り
、大
規
模
更
新
の
計
画
を
立
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。当
初
は
、現
在
と

同
じ
高
架
橋
へ
の
架
け
替
え
と
い
う
方

向
で
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
更
新
は
こ
の
区
間
だ
け
に

２
０
４
０
年
度
、青
空
復
活

日
本
橋
川
内
の
高
架
橋
撤
去

かがやく まちづくり

首都高更新の難工事に併せて進む
日本橋が「かがやく」まちづくり

特集

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

首都高速道路株式会社 更新・建設局 副局長

日隈 宏治氏

特集 かがやく

●現在の日本橋川周辺の景観と2040年度工事完了後のイメージ

（提供：首都高速道路株式会社）
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限
り
ま
せ
ん
。当
初
打
ち
出
し
て
い
た

の
は
こ
の
ほ
か
、１
号
羽
田
線
東
品
川

桟
橋
・
鮫
洲
埋
立
部
約
１.９
㎞
、同
高
速

大
師
線
約
０.３
㎞
、３
号
渋
谷
線
池
尻
・

三
軒
茶
屋
出
入
口
付
近
約
１.５
㎞
、都

心
環
状
線
銀
座
・
京
橋
出
入
口
付
近

約
１.５
㎞

―
の
４
区
間
。い
ず
れ
も

１
９
６
０
～
７
０
年
代
に
供
用
開
始
さ

れ
た
も
の
で
す
。東
品
川
桟
橋
・
鮫
洲

埋
立
部
と
高
速
大
師
線
は
す
で
に
工

事
中
で
す
が
、池
尻
・三
軒
茶
屋
と
銀

座・京
橋
の
各
出
入
口
付
近
は
都
市
計

画
事
業
認
可
済
み
と
い
う
段
階
で
す
。

　

な
お
２
０
１
４
年
度
か
ら
継
続
す

る
法
定
点
検
で
新
技
術
を
活
用
し
な

が
ら
詳
細
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、更
新

を
必
要
と
す
る
箇
所
が
約
２
１・６
㎞

に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

１
号
羽
田
線
羽
田
ト
ン
ネ
ル
や
高

速
湾
岸
線
荒
川
湾
岸
橋
な
ど
で
す
。

２
０
２
３
年
度
に
は
、こ
の
２
カ
所
を
大

規
模
更
新
の
区
間
と
し
て
新
た
に
加

え
ま
し
た
。

―
神
田
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
―
江
戸
橋
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間
の
大
規
模
更
新
の
計
画
が
、地
下

化
で
の
造
り
替
え
と
い
う
形
に
落
ち
着

い
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
隈　

転
機
は
平
成
13
年（
２
０
０
１
）

で
す
。国
土
交
通
大
臣
を
務
め
て
い
た

扇
千
景
氏
が「
首
都
高
の
高
架
に
覆
わ

れ
た
日
本
橋
の
景
観
を
一
新
す
る
」と

発
言
さ
れ
た
の
で
す
。そ
れ
を
き
っ
か

け
に
日
本
橋
地
区
で
の
首
都
高
の
在
り

方
が
問
わ
れ
始
め
、最
終
的
に
は
周
辺

再
開
発
に
併
せ
地
下
化
で
の
造
り
替

え
を
実
施
す
る
と
い
う
形
に
落
ち
着
い

た
の
で
す
。日
本
橋
の
上
に
青
空
を
取

り
戻
そ
う
と
い
う
地
元
の
思
い
が
実
を

結
び
ま
し
た
。

―
な
る
ほ
ど
、そ
う
し
た
経
緯
で
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
し
な
が
ら
ま
ち
の
景

観
を
変
え
る
と
い
う
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
ね
。地
下
ル
ー
ト
開
通

の
効
果
と
し
て
は
ほ
か
に
、ど
の
よ
う
な

も
の
が
見
込
ま
れ
ま
す
か
。

日
隈　
一つ
は
、江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
で

の
交
通
状
況
の
改
善
で
す
。そ
の
さ
ら

に
東
寄
り
の
箱
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
に
向
か

う
車
両
が
多
く
、そ
の
手
前
で
は
最
大

３.０
㎞
に
及
ぶ
渋
滞
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
で
の
交

通
状
況
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
都
心

環
状
線
を
通
り
汐
留
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
に

南
下
す
る
ル
ー
ト
を
今
回
の
地
下
化
に

併
せ
て
廃
止
し
ま
す
。ル
ー
ト
見
直
し

に
よ
っ
て
、箱
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
手
前
で
生
じ
る

渋
滞
長
は
最
大
で
も
１.５
㎞
に
ま
で
半
減

す
る
見
通
し
で
す
。

　

汐
留
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
に
南
下
し
よ
う

と
す
る
車
両
は
、江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
西

寄
り
に
あ
る
神
田
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
ひ
と

足
早
く
、首
都
高
八
重
洲
線
を
南
下

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
れ

を
都
心
環
状
線
に
つ
な
げ
る
た
め
、新

京
橋
連
結
路
約
１.１
㎞
を
新
た
に
整
備

し
ま
す
。令
和
６
年（
２
０
２
４
）６
月

に
す
で
に
都
市
計
画
事
業
認
可
済
み

で
２
０
３
５
年
度
完
成
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

―
地
下
ル
ー
ト
開
通
の
効
果
と
し
て

は
さ
ら
に
、車
両
の
走
行
性
向
上
も
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。

日
隈　

は
い
。こ
れ
は
単
純
に
、首
都

高
建
造
当
時
と
現
在
と
で
は
道
路
構

造
令
上
の
基
準
に
違
い
が
あ
る
か
ら
で

す
。具
体
的
に
は
、０.５ｍ
の
路
肩
の
幅
員

が
０・７
５ｍ
や
１・２
５ｍ
ま
で
広
く
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、道
路
上
に
空
間

的
な
余
裕
が
生
ま
れ
、走
行
性
が
向
上

す
る
の
で
す
。

―
都
心
部
の
密
集
地
で
、し
か
も
周

辺
地
区
で
は
再
開
発
が
並
行
し
て
進
ん

で
い
ま
す
。工
事
を
進
め
る
う
え
で
は

多
く
の
課
題
に
悩
ま
さ
れ
そ
う
で
す
。

ど
ん
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
。

日
隈　

何
よ
り
ま
ず
、事
前
調
整
で
す
。

地
下
工
事
に
共
通
の
課
題
で
す
。地
下

化
を
想
定
す
る
区
間
内
に
は
地
下
埋

設
物
が
多
い
。工
事
に
入
る
前
に
、東
京

電
力
、東
京
ガ
ス
、東
京
都
水
道
局
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
な
ど
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事

業
者
と
の
調
整
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ

の
区
間
内
に
は
東
京
メ
ト
ロ
の
地
下
鉄

も
運
行
し
て
い
ま
す
か
ら
、同
社
と
の

調
整
も
不
可
欠
で
す
。地
下
空
間
を

利
用
す
る
う
え
で
の
制
約
は
極
め
て
大

き
い
。

　

高
架
橋
な
ら
地
下
埋
設
物
と
基
礎

と
の
干
渉
を
避
け
る
だ
け
で
済
む
の
で

す
が
、地
下
ト
ン
ネ
ル
は
そ
う
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。地
下
鉄
は
別
と
し
て
、

移
設
可
能
な
埋
設
物
は
原
則
と
し
て

仮
設
工
事
の
段
階
か
ら
移
設
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。私
た
ち
は
民
間
企
業
で
す

か
ら
、移
設
費
用
は
も
ち
ろ
ん
当
社
側

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
周
辺
に
は
、再
開
発
が
同
時
に

進
ん
で
い
る
地
区
が
５
地
区
も
あ
り
ま

す
。そ
こ
で
建
設
中
・
計
画
中
の
建
築

物
と
の
調
整
も
必
要
で
す
。首
都
高
側

で
進
め
る
地
下
工
事
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、再
開
発
側
で
進
め
る
建
築

工
事
に
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

工
事
中
に
は
資
材
置
き
場
な
ど
に
用
い

る
地
上
部
の
施
工
ヤ
ー
ド
も
、使
用
可

能
な
土
地
が
限
ら
れ
る
だ
け
に
、そ
の

利
用
に
は
関
係
者
間
の
調
整
が
必
要

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
事
業
者
と
し
て
は
、正
直

再
開
発
側
と
の
事
前
調
整
は
な
い
ほ
う

が
や
り
や
す
い
。再
開
発
側
で
も
、地
下

化
事
業
が
な
け
れ
ば
、自
由
度
は
高
い

で
し
ょ
う
ね
。た
だ
、首
都
高
は
都
心
部

に
整
備
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
だ
け
に
、

そ
う
し
た
事
前
調
整
か
ら
は
逃
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

―
冒
頭
に
お
聞
き
し
た
３
つ
の
工
事

は
こ
れ
か
ら
で
す
。工
事
開
始
を
ど
ん

な
お
気
持
ち
で
迎
え
ま
す
か
。

日
隈　

現
地
で
工
事
を
始
め
る
と
、予

想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
り

起
き
た
り
す
る
も
の
で
す
。施
工
上
の

課
題
は
ま
だ
今
後
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
、と
覚
悟
を
決
め
て
い
ま
す
。最

も
恐
れ
て
い
る
の
は
、日
本
橋
川
の
水
で

す
。水
は
生
き
物
で
す
か
ら
。き
ち
ん

と
止
水
で
き
る
か
、要
注
意
で
す
。

―
最
後
に
、日
本
橋
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
一
端
を
担
う
立
場
か
ら
、い
ま
の

思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
隈　

正
直
、日
本
橋
川
を
覆
う
高
架

橋
は
高
度
経
済
成
長
期
を
語
る
土
木

遺
産
の
よ
う
な
一
面
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。し
か
し
日
本
橋
の
上
に
青
空
を
取

り
戻
し
た
い
と
い
う
地
元
の
方
々
の
た

め
に
も
、撤
去
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
。再

開
発
側
と
連
携・調
整
し
、そ
れ
に
併
せ

て
地
下
化
す
る
こ
と
で
、ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

（提供：首都高速道路株式会社） （提供：首都高速道路株式会社）

周
辺
再
開
発
と
連
携
・
調
整

地
元
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

日隈 宏治（ひぐま こうじ）

【現職】
首都高速道路株式会社 更新・建設局 副局長

【略歴】
1990年4月首都高速道路公団、入団。2020
年7月更新・建設局 日本橋プロジェクト推進部
長、2021年10月技術部 DX推進室長、2023
年7月保全交通部 道路情報・交通室長、2024
年7月より現職。

特集 かがやく

箱
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
渋
滞
半
減

江
戸
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
南
下
を
廃
止

●首都高の大規模更新実施区間●神田橋JCT―江戸橋JCT間地下ルートのイメージ
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従
業
員
２
０
０
人
規
模
の
地
域
建

設
企
業
で
も
こ
こ
ま
で
や
れ
る
と
い

う
自
覚
を
持
っ
て
進
め
て
い
る

―
。　

働
き
方
改
革
に
向
け
決
意
を
語
る
の

は
、宮
城
県
仙
台
市
に
本
社
を
置
く

株
式
会
社 

橋
本
店（
以
下
、橋
本
店
） 

代
表
取
締
役 

社
長 

武
田 

文
孝
氏
だ
。

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

適
用
を
前
に
、７
年
前
か
ら

取
り
組
み
始
め
、月
平
均
残

業
時
間
を
ほ
ぼ
20
時
間
以

内
に
納
め
る
成
果
を
す
で

に
上
げ
る
。

橋
本
店
は
創
業
１
４
０

年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
地
域
建
設
企
業
。宮
城
県

内
を
中
心
に
土
木・建
築
事

業
を
手
掛
け
て
き
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

震
災
復
旧
・
復
興
工
事
に

追
わ
れ
多
忙
を
極
め
て

い
た
。し
か
し
、平
成
30
年

（
２
０
１
８
）６
月
に
労
働

基
準
法
が
改
正
さ
れ
、働
き

方
改
革
を
迫
ら
れ
る
。

　

法
改
正
で
は
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
が
罰
則
付

き
に
改
め
ら
れ
、月
45
時
間・

年
３
６
０
時
間
が
適
用
さ
れ

る
。た
だ
し
、法
施
行
か
ら

５
年
間
は
猶
予
期
間
だ
。

　
「
月
平
均
残
業
時
間
は
当
時
80
時

間
程
度
。こ
の
ま
ま
で
は
５
年
後
は

危
機
的
な
状
況
に
な
る
、と
当
時
の

社
長（
現・代
表
取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

は
危
惧
し
て
い
ま
し
た
」と
武
田
氏

は
語
る
。

こ
の
危
機
感
を
バ
ネ
に
、橋
本
店
で

は
働
き
方
改
革
に
本
腰
を
入
れ

る
。平
成
30
年
３
月
に
は
ま
ず
、「『
働

き
方
改
革
と
建
設
業
適
正
取
引
推

進
』に
向
け
た
自
主
行
動
計
画
」を
策

定
。長
時
間
労
働
の
是
正
と
週
休
２
日

の
推
進
に
向
け
目
標
値
を
定
め
た
。

　

目
標
値
は
と
も
に
２
０
１
８
年
度
以

降
、段
階
的
に
強
化
を
図
る
設
定
。例

え
ば
長
時
間
労
働
の
是
正
で
は
、時
間

外
労
働
の
目
標
値
を
２
０
１
８
年
度

は
月
60
時
間・年
間
７
２
０
時
間
以
内

に
、２
０
２
２
年
度
は
月
45
時
間
・
年

５
４
０
時
間
以
内
に
定
め
て
い
る
。

　

一
方
、労
働
時
間
の
把
握
に
１
年
か

け
て
取
り
組
ん
だ
。「
ど
の
よ
う
な
仕

事
に
ど
の
程
度
の
時
間
を
割
い
て
い
る

の
か
が
分
か
ら
な
い
と
、労
働
時
間
を

短
縮
し
よ
う
が
な
い
と
い
う
考
え
か
ら

で
す
」（
武
田
氏
）。

　

そ
の
結
果
、現
場
や
発
注
者
と
の
間

の
移
動
や
施
工
に
必
要
な
書
類
の
作

成
に
半
分
以
上
の
時
間
を
投
じ
て
い
る

こ
と
が
判
明
。こ
れ
ら
の
時
間
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

例
え
ば
、土
木・建
築
の
各
現
場
に
は

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、そ
の
映
像
を
本
社

内
に
置
く
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
す
仕
組

み
を
整
え
た
。「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
く
の
が
適
当
か
、現

場
の
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
判
断

で
き
る
よ
う
に
改
め
ま
し
た
」と
武
田

氏
は
仕
組
み
を
整
え
た
意
義
を
説
く
。

　

発
注
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に

利
用
す
る
。「
発
注
者
側
の
担
当
者
も

一
人
で
複
数
現
場
を
み
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、互
い
に
と
っ
て
好
都
合
で

す
」（
武
田
氏
）。

　

令
和
６
年（
２
０
２
４
）４
月
か
ら
は
、

土
木
と
建
築
の
両
部
門
に
業
務
効
率

推
進
課
を
立
ち
上
げ
た
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
利
用
し
た
３
次
元（
３
Ｄ
）図

面
の
作
成
や
ド
ロ
ー
ン
測
量
な
ど
専
門

性
の
高
い
業
務
を
現
場
業
務
か
ら
切

り
出
し
、一
元
化
す
る
た
め
の
受
け
皿

に
な
る
専
門
部
署
だ
。

　

そ
の
意
義
を
武
田
氏
は
こ
う
説
く
。

「
バッ
ク
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
役
割
を
明
確
に

打
ち
出
し
た
た
め
、現
場
側
は
そ
こ
か
ら

切
り
出
し
た
業
務
を
頼
み
や
す
く
な
っ

た
一
方
、業
務
効
率
推
進
課
側
は
頼
み

に
応
じ
や
す
く
な
っ
た
と
み
て
い
ま
す
」。

業
務
効
率
推
進
課
の
人
員
は
現

在
、３
人
ず
つ
。「
例
え
ば
完
成

検
査
時
に
提
出
す
る
書
類
を
見
栄
え

良
く
作
成
し
工
事
成
績
評
定
で
高
い

点
数
を
上
げ
ら
れ
る
人
材
な
ど
、適
性

の
高
い
技
術
者
を
担
当
役
員
が
選
ん

で
配
置
し
て
い
ま
す
」（
武
田
氏
）。

　

さ
ら
に
、生
産
性
の
向
上
を
労
働
時

間
の
短
縮
に
結
び
付
け
よ
う
と
、就
業

規
則
上
の
勤
務
時
間
を
朝
型
に
移
行

さ
せ
て
い
る
。令
和
６
年
４
月
以
降
は

原
則
、朝
７
時
か
ら
夕
４
時
ま
で
。「
内

勤
で
も
現
場
勤
務
で
も
、朝
型
勤
務
は

ほ
ぼ
す
べ
て
に
浸
透
し
て
い
ま
す
」と

武
田
氏
。従
業
員
か
ら
は
お
お
む
ね
好

評
と
い
う
。

　
「
例
え
ば
ま
ち
な
か
の
建
築
現
場
で

は
、資
材
搬
入
が
近
く
の
小
学
校
の
通

学
時
間
帯
に
ぶ
つ
か
ら
ず
に
済
む
た
め

効
率
が
上
が
る
、と
い
う
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。一
方
で
、『
子
ど
も
の
登
園
に

付
き
添
え
な
い
』と
か『
家
族
に
早
起

き
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
』と
いっ
た
困

惑
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。今
後
の
課
題

と
考
え
、改
善
を
検
討
中
で
す
」

　

長
時
間
労
働
の
是
正
と
い
う
観
点

か
ら
の
効
果
は
明
白
だ
。自
主
行
動

計
画
で
定
め
た
目
標
値
を
段
階
的
に

達
成
し
、時
間
外
労
働
は
２
０
２
４
年

度
、労
基
法
で
定
め
る
上
限
規
制
の
半

分
を
切
る
月
20
時
間
以
内
に
収
ま
る
。

「
移
動
時
間
の
削
減
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
利
用
し
た
３
Ｄ
図
面
の
活

用
が
効
い
て
い
ま
す
」と
武
田
氏
は
成

功
の
要
因
を
分
析
す
る
。

　

労
働
時
間
が
短
く
な
っ
て
も
そ
れ
に

連
動
し
て
給
与
ま
で
減
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、橋
本
店
で
は
賃
上
げ
に
も
気

遣
う
。「
２
０
２
３
年
度
に
削
る
こ
と
が

で
き
た
残
業
代
の
金
額
は
、年
収
が
大

き
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
定
期
昇
給

と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
充
当
し
て
い
ま
す
」

（
武
田
氏
）。

　

現
状
、作
業
効
率
は
期
待
通
り
に

上
げ
ら
れ
て
い
る
と
み
る
。し
か
し
、生

産
性
の
向
上
は
、そ
れ
と
は
別
物
と
い

う
認
識
だ
。「
働
き
方
改
革
に
向
け
先

行
投
資
も
か
さ
ん
で
い
ま
す
。い
く
ら

作
業
効
率
が
上
が
っ
て
も
、そ
れ
が
収

益
増
に
結
び
付
か
な
い
と
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
」。武
田
氏
は
自
ら
そ
う
戒

め
る
。

　

法
令
順
守
は
当
た
り
前
。そ
の
先

に
さ
ら
に
何
を
追
い
求
め
る
か

―
。

そ
こ
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

原
因
は
移
動
や
書
類
の
多
さ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
移
動
合
理
化

朝
７
時
か
ら
夕
４
時
ま
で
の

朝
型
勤
務
で
生
産
性
向
上
へ

朝型勤務推進ポスター（提供：株式会社 橋本店）

（出典：株式会社 橋本店　ウェブサイト）

株式会社 橋本店
代表取締役 社長武

た け だ

田 文
ふみたか

孝

ルポ

笑顔がかがやく

特集 かがやく

健康経営で従業員の笑顔が「かがやく」
長時間労働の是正へ、まず時間把握から

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

橋
本
店

月60時間  年間720時間

月45時間  年間540時間

月30時間  年間360時間

一般則  月45時間  年間360時間

特　例  月60時間  年間720時間

改正法施行5年後一般則適用（罰則付）

日建連取り組み　年間720時間

〔
　参
　考
　〕

宮
城
労
働
局

720時間720時間

540時間540時間

360時間360時間

360時間360時間改正法施行予定

360時間360時間

960時間960時間

960時間960時間 840時間840時間 720時間720時間

840時間840時間 720時間720時間

橋本店は2021年度
までに達成

●橋本店で実施した時間外労働の是正

（提供：株式会社 橋本店）（提供：株式会社 橋本店）
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地
域
の
話
題

よ
り
み
ち 

こ
の
街

Vol.31

美しくかがやく

特集 かがやく
　

輝
く
建
築
と
い
う
と
、ま
ず
ガ
ラ
ス

外
壁
の
建
物
が
思
い
浮
か
ぶ
。昨
今
、ガ

ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
超
高
層
ビ

ル
は
数
多
く
見
か
け
る
が
、そ
の
一
方

で
、築
50
年
以
上
の
歴
史
的
な
建
築
と

し
て
シ
ブ
い
味
わ
い
を
感
じ
る
の
は
、高

度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
ガ
ラ

ス
ブ
ロ
ッ
ク
を
外
壁
に
用
い
た
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
だ
。

　

ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
は
、１
９
６
０
～

７
０
年
代
に
か
け
て
の
工
業
化
で
大
量

生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ビ
ル
の
外

壁
や
内
装
な
ど
に
大
い
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
中
と
夜
そ
れ
ぞ
れ
の
光
の
効
果

で
異
な
る
表
情
を
見
せ
る
ガ
ラ
ス
ブ

ロ
ッ
ク
は
、建
物
の
姿
を
よ
り
魅
力
的

に
演
出
す
る
。今
回
は
、そ
ん
な
美
し

く
輝
く
建
築
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

有
楽
町
駅
前
の
読
売
会
館
。戦
前
戦

後
と
活
躍
し
た
建
築
家・村
野
藤
吾
の

作
品
だ
が
、ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
有
楽
町
店
の

入
居
す
る
ビ
ル
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す

い
か
も
し
れ
な
い
。竣
工
時
か
ら
平
成

12
年（
２
０
０
０
）ま
で
は
、そ
ご
う
東

京
店
が
入
居
し
て
い
た
。

　

こ
の
建
物
は
、昭
和
32
年（
１
９
５
７
）

築
。同
じ
年
に
は
、隣
り
合
う
、現
在
は

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
建
っ
て
い
る
場

所
に
丹
下
健
三
設
計
の
東
京
都
庁
舎

が
竣
工
し
た
。そ
の
都
庁
舎
は
、都
庁
の

新
宿
移
転
に
伴
い
解
体
さ
れ
た
が
、こ

ち
ら
の
村
野
建
築
は
築
70
年
近
く
を

迎
え
な
が
ら
今
も
健
在
だ
。

　

１
９
５
０
年
代
当
時
の
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ

ク
は
、一つ
ひ
と
つ
が
手
作
業
で
製
作

さ
れ
て
い
た
高
級
建
材
。量
産
さ
れ
る

工
業
製
品
で
は
な
く
、一つ
ひ
と
つ
が
工

芸
品
の
よ
う
な
も
の
で
、高
価
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、百
貨
店
と
い
う
非
日
常
の

シ
ョッ
ピ
ン
グ
の
場
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
許
さ
れ
た
と
も
言
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
読
売
会
館
は
、有
楽
町
駅
前
の

三
角
形
の
敷
地
に
建
設
さ
れ
た
宝
石
箱

の
よ
う
な
外
観
の
建
物
。そ
の
設
計
意

図
は
、旧
国
鉄
の
有
楽
町
駅
ホ
ー
ム
や

駅
前
か
ら
も
目
立
つ
場
所
に
、昼
間
、夜

で
印
象
の
異
な
る
建
物
を
創
り
た
か
っ

た
か
ら
と
も
思
え
る
。改
装
さ
れ
て
は

い
る
が
、今
も
外
壁
の
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク

の
ほ
か
、階
段
や
低
層
階
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
周
り
な
ど
に
村
野
藤
吾
な
ら
で
は

の
空
間
の
魅
力
が
残
っ
て
い
る
。

　

日
本
橋
髙
島
屋
Ｓ
．Ｃ
．本
館
は
、同

じ
く
村
野
藤
吾
の
設
計
で
増
築
さ
れ

た
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
外
壁
の
百
貨
店
建

築
。昭
和
８
年（
１
９
３
３
）築
の
高
橋

貞
太
郎
の
設
計
に
よ
る
建
物
に
、村
野

藤
吾
が
、戦
後
、昭
和
27
年（
１
９
５
２
）

か
ら
昭
和
40
年（
１
９
６
５
）に
か
け
て

の
４
次
に
わ
た
る
増
築
を
加
え
た
の
が
、

現
在
の
本
館
建
物
だ
。

　

平
成
21
年（
２
０
０
９
）に
百
貨
店
建

築
と
し
て
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。中
央
通
り
に
面
し
た
フ
ァ

サ
ー
ド
部
分
だ
け
で
は
な
く
、増
築
さ

れ
た
部
分
も
含
め
て
の
評
価
に
よ
る

も
の
だ
。建
物
南
側
の
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク

外
壁
は
、昭
和
27
年
の
第
１
次
増
築
と
、

昭
和
38
年（
１
９
６
３
）の
第
３
次
増
築

で
築
か
れ
た
も
の
。当
時
は
ま
だ
ガ
ラ

ス
ブ
ロ
ッ
ク
の
量
産
化
は
進
ん
で
お
ら

ず
、そ
れ
を
大
胆
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

ス
テ
イ
タ
ス・シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
百
貨

店
の
存
在
感
を
際
立
た
せ
た
。

　

村
野
藤
吾
は
、ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
と
い

う
建
材
が
日
本
国
内
で
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
１
９
３
０
年
代
か
ら
着
目

し
、ド
イ
ツ
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
取
り
寄
せ
、

国
内
の
硝ガ

ラ
ス子
メ
ー
カ
ー
に
試
作
を
依
頼
。

そ
し
て
、戦
前
の
中
島
商
店（
石
川
県
金

沢
市　

１
９
３
２
年
築
）、キ
ャ
バ
レ
ー

赤
玉（
大
阪
府
大
阪
市　

１
９
３
３
年

築
）、そ
ご
う
大
阪
店（
同　

１
９
３
５

年
築
）と
いっ
た
作
品
に
は
い
ち
早
く
ガ

ラ
ス
ブ
ロッ
ク
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

日
本
橋
髙
島
屋
Ｓ
．Ｃ
．本
館
増
築
で
、

外
壁
に
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
た
の
は
、

館
内
へ
の
採
光
面
積
を
大
き
く
取
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
も
う
一
件
、都
心
に
建
つ
魅

力
的
な
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
を
紹
介

し
た
い
。日
本
橋
交
差
点
に
面
し
て
い

る
柳
屋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
だ
。

　

昭
和
39
年（
１
９
６
４
）築
な
の
で
、

築
60
年
。ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
と
ガ
ラ
ス
を

組
み
合
わ
せ
た
障
子
の
よ
う
な
水
平
窓

が
印
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
、周
辺
で
大

規
模
再
開
発
が
展
開
さ
れ
て
い
る
日
本

橋
交
差
点
界か

い
わ
い隈
に
お
い
て
も
異
彩
を
放

ち
、都
心
に
お
け
る
代
表
的
な
ガ
ラ
ス
ブ

ロッ
ク
建
築
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

設
計
は
伊
藤
喜
三
郎
。こ
の
建
物
に

使
用
す
る
た
め
に
、伊
藤
喜
三
郎
建
築

研
究
所
の
担
当
設
計
者
が
、日
本
電
気

硝
子
株
式
会
社
と
と
も
に
、黒
色
の
長

方
形
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
を
新
た
に
開
発

し
た
そ
う
だ
。

　

ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
は
、１
９
７
０
年
頃

に
生
産
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、そ
の
当

時
は
製
品
の
種
類
も
多
く
、建
物
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
が
、そ
の
後
、国
内
生
産
し
て
い
る

会
社
は
、日
本
電
気
硝
子
株
式
会
社
の

１
社
の
み
。た
だ
、建
材
と
し
て
の
技
術

革
新
は
進
ん
で
お
り
、現
在
も
外
装
材
、

内
装
材
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

（
文
：
鈴
木
伸
子
）

日
本
橋
交
差
点
で
光
り
輝
い
て
い
る

宝
石
箱
の
よ
う
な
建
築

村
野
藤
吾
が
百
貨
店
建
築
に

た
び
た
び
用
い
た
高
級
建
材

読売会館（1957年築　東京都千代田区　設計：村野藤吾）　

日本橋髙島屋Ｓ．Ｃ．本館（1933年築　1952年～1965年増築　
東京都中央区　重要文化財　設計：高橋貞太郎　増築設計：村野
藤吾）

柳屋ビルディング（1964年
築　東京都中央区　設計：
伊藤喜三郎）

す
ず
き 

の
ぶ
こ　

東
京
生
ま
れ
。東

京
女
子
大
学
卒
業
後
、雑
誌『
東
京

人
』編
集
部
に
勤
務
。１
９
９
７
年
よ

り
副
編
集
長
。２
０
１
０
年
退
社
後
、

都
市
、建
築
、鉄
道
、ま
ち
歩
き
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
活
動
を
行
う
。
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「かがやく」土木「かがやく」土木！！
「かがやく」建築「かがやく」建築！！
「かがやく」土木「かがやく」土木！！
「かがやく」建築「かがやく」建築！！

「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」と
聞
く
と
、ち
ょっ
と

ワ
ク
ワ
ク
す
る
。空
気
が
澄
ん
で
い
る
冬
は

魅
力
た
っ
ぷ
り
の
夜
景
鑑
賞
が
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
だ
。今
号
で
は
、寒
さ
を
忘
れ
て
思
わ

ず
見
惚
れ
て
し
ま
う
よ
う
な「
か
が
や
く
」

土
木・建
築
物
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
は
、東
京
都
大
田
区
と
江
東
区
を

結
ぶ
東
京
港
臨
海
道
路
に
架
か
る
東
京

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
。 “
恐
竜
橋
”の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
長
さ
２
６
１
８ｍ
の
こ
の

橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
カ
ラ
ー
照
明

や
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、消
費
電
力

の
約
４
割
を
太
陽
光
発
電
で
ま
か
な
う
環

境
配
慮
型
。日
没
か
ら
午
前
０
時
ま
で
毎

日
、夜
な
ら
で
は
の
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
。

続
い
て
は
、茨
城
県
水
戸
市
に
あ
る
水

戸
芸
術
館
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
。高
さ
１
０
０

ｍ
の
こ
の
タ
ワ
ー
は
水
戸
市
制
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
た
。一
辺
9．6ｍ
の

正
三
角
形
の
チ
タ
ン
パ
ネ
ル
57
枚
を
組
み

合
わ
せ
た
三
重
ら
せ
ん
が
空
に
向
か
っ
て

上
昇
し
て
い
く
デ
ザ
イ
ン
が
未
来
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、季
節
や
時
間
に
よ
っ
て
異
な
る
表
情

を
見
せ
る
こ
の
タ
ワ
ー
は
鮮
や
か
な
光
の

ア
ー
ト
作
品
だ
。

こ
の
他
に
も
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る

土
木・建
築
物
が
数
多
く
あ
る
。万
全
の
防

寒
対
策
を
施
し
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
楽
し
み

な
が
ら
土
木
や
建
築
の
価
値
を
再
発
見
し

て
ほ
し
い
。

1．東京ゲートブリッジ（2012年竣工　東京都江東区）　2.水戸芸術館シンボ
ルタワー（1989年竣工　茨城県水戸市）　3.森吉山ダムは、東北一長いロッ
クフィルダム。七夕や紅葉など季節ごとに趣向を凝らしたライトアップを行って
いる。（2012年竣工　秋田県北秋田市　写真提供：国土交通省 東北地方整
備局 能代河川国道事務所 森吉山ダム管理支所）　4.現存する五重六階の
天守の中で日本最古の国宝松本城に鮮やかなプロジェクションマッピングが施
される松本市イルミネーション。（1593〜1594年築造　長野県松本市　写真

提供：松本城管理課）　5.横浜マリンタワーは、開港100周年の記念事業として建設された横浜のシンボル。（1961年竣工　神奈
川県横浜市　写真提供：横浜マリンタワー）　6.東海地震の津波対策の一環として建造された沼津港大型展望水門びゅうお。地
上30ｍのところに展望施設が併設されている。（2004年竣工　静岡県沼津市）　7.駅とまちを光でつなぐ杜

もり

のイルミネーションは、
岐阜駅前広場から金

こがね

公園付近まで、約16万球の電飾で彩るライトアップイベント。（2019年～開催　岐阜県岐阜市　写真提供：
岐阜市役所鉄道高架推進課）　8.加賀藩代々の藩主たちが愛でた大名庭園を、気品ある灯りで表現している金沢城公園　玉泉
院丸庭園。（2015年再現　石川県金沢市　写真提供：石川県土木部公園緑地課）　9.福井城・笏

しゃくだにいしみずかがみ

谷石水鏡は、築城以来ほぼ形
を変えることなく現存している福井城址の石垣。笏谷石の石垣が季節のカラーで水面に映り込む。（1606年竣工　福井県福井市　
写真提供：福井県 未来創造部交通まちづくり課）　10.阪神・淡路大震災の記憶を後世に語り継ぐとともに、神戸の希望を象徴す
る行事として開催してきた神戸ルミナリエ。（1995年～開催　兵庫県神戸市　写真提供：神戸ルミナリエ組織委員会）
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神戸ルミナリエを今後も続けていくために、1人100円の会場神戸ルミナリエを今後も続けていくために、1人100円の会場
募金にご協力ください募金にご協力ください
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建設産業図書館の
社史・団体史コレクション

建
設
産
業
図
書
館
で
は
、
建
設
企
業

や
団
体
の
社
史
・
団
体
史
を
収
集
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
所
蔵
数
は
２
千
冊
を

超
え
、
建
設
関
連
の
社
史
・
団
体
史
に

お
い
て
は
日
本
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
史
に
は
、
沿
革
や
経
営
理
念
、
事

業
内
容
や
業
界
の
動
向
、
創
業
者
の
逸

話
な
ど
が
企
業
の
内
部
情
報
に
基
づ
き

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
〝
資
料
編
〟

と
し
て
、
組
織
構
成
の
変
遷
、
定
款
、

規
約
、
資
本
金
や
完
工
高
の
推
移
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
企

業
分
析
や
経
営
史
、
産
業
史
研
究
の
情

報
源
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
社
史
・
団
体
史
を
建
設
産

業
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
資
料
と
位
置

付
け
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
）
の
開

館
当
初
よ
り
継
続
的
に
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

所
蔵
す
る
社
史
の
中
で
刊
行
年
の
古

い
も
の
で
は
、『
鐵
道
工
業
株
式
合
資
會

社
二
十
年
沿
革
小
史
』（
１
９
２
８
年
）、

『
鹿
島
組
五
十
年
小
史
』（
１
９
２
９

年
）、『
創
業
五
十
年
史
』（
小
野
田

セ
メ
ン
ト
製
造
）（
１
９
３
１
年
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
団
体
史
で

は
『
大
阪
土
木
建
築
業
組
合
沿
革
史
』

（
１
９
２
６
年
）、『
東
京
土
木
建
築
業

組
合
沿
革
誌
』（
１
９
３
７
年
）
な
ど

を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
初
期
の

建
設
業
に
つ
い

て
の
記
録
が
多

く
は
残
さ
れ
て

い
な
い
中
、
こ

の
よ
う
な
社

史
・
団
体
史
に

掲
載
さ
れ
た
各

企
業
・
団
体
に

よ
る
遡
及
的
な

記
述
は
、
建
設

産
業
史
研
究
に

お
い
て
貴
重
な

情
報
と
な
っ
て

い
ま
す
。

村
橋
勝
子
著
『
社
史
の
研
究
』
に
よ

る
と
、
社
史
は
１
９
０
０
年
代
初
頭
に

銀
行
や
鉄
道
会
社
な
ど
で
刊
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の

１
９
３
０
年
代
後
半
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
業
種
で
刊
行
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

全
業
界
の
社
史
の
刊
行
数
は
、
戦
中
・

戦
後
の
混
乱
期
に
減
少
す
る
も
の
の
、

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
急
激
に
増
加

し
、
そ
の
後
１
９
９
０
年
代
に
は
減
少

傾
向
に
転
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
館

の
蔵
書
数
で
は
１
９
９
０
年
代
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
２
０
０
０
年
代
以
降
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
同
書
で
は
、
社
史
の
刊
行

数
の
減
少
の
背
景
に
は
、
周
年
を
迎
え

る
企
業
数
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
こ
と
や

不
況
が
影
響
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い

ま
す
。

社
史
・
団
体
史
は
、
ほ
と
ん
ど
が
非

売
品
で
あ
り
、
一
般
に
流
通
し
て
お
ら

ず
刊
行
情
報
も
掴つ

か

み
づ
ら
い
た
め
収
集

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
設
産
業
史
の
研
究
者
で
あ
り
、
当

館
の
初
代
館
長
を
務
め
た
故
・
菊
岡
倶と

も

也や

氏
は
、
戦
前
よ
り
刊
行
さ
れ
た
建
設

関
連
の
社
史
・
団
体
史
に
つ
い
て
長
年

に
わ
た
り
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
昭
和

63
年
（
１
９
８
８
）
に
『
建
設
業
社
史
・

業
界
人
伝
記
目
録
』
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
ま
た
菊
岡
氏
が
収
集
し
た
多
数

の
社
史
・
団
体
史
と
、
そ
の
他
の
蔵
書

は
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
礎
と
し

て
、
多
く
の
業
界
関
係
者
の
ご
協
力
の

も
と
、
社
史
・
団
体
史
の
収
集
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
収
集
・
保
存
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
社

史
・
団
体
史
を
刊
行
さ
れ
る
際
に
は
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

当
館
所
蔵
の
社
史
・
団
体
史
は
、
ど

な
た
で
も
館
内
に
て
閲
覧
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
一
部
を
除
き
貸
出
も
可

能
で
す
。

ど
の
よ
う
な
社
史
・
団
体
史
を
所
蔵

し
て
い
る
か
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
蔵
書
検
索
」
よ
り
検
索
で
き
ま
す
。

フ
リ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
窓
に
、「
株
式

会
社
」
や
「
一
般
社
団
法
人
」
な
ど
を

省
い
た
企
業
名
・
団
体
名
を
入
力
す
る

と
、
社
史
・
団
体
史
を
含
め
た
検
索
結

果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
名
称
は

発
刊
当
時
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
名
の
変
遷
は
『
企
業
名
変
遷
要
覧
』

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
な
ど
で
確
認

で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
詳
し
い
検
索
の

仕
方
や
所
蔵
資
料
に
つ
き
ま
し
て
は
当

館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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建
設
の
幻
獣
２

手ち

ょ

う

の斧
梵ぼ

ろ論
ほ
か

手
斧
梵
論

　

江
戸
中
期
の
俳
人
菊
岡
沾せ
ん
り
ょ
う
涼
の『
本
ほ
ん
ち
ょ
う
ぞ
く

朝
俗

諺げ
ん
し志
』に
は
、手
斧
梵
論
と
い
う
妖
怪
と
も
妖

精
と
も
幻
と
も
つ
か
な
い
も
の
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
大
工
道
具
の
手ち
ょ
う
な斧
に
形
や
大

き
さ
が
似
て
お
り
、ふ
ら
ふ
ら
と
空
中
を
さ
ま

よ
う
だ
け
で
害
は
な
く
、見
物
に
訪
れ
る
旅

人
も
あ
っ
た
と
か
。

　
「
上
総
国
鳴
戸
村
願
性
寺
禅
宗
此
寺
に
毎

夜
て
う
の
ぼ
ろ
と
云
も
の
出
る
大
さ
か
た
ち

と
も
に
大
工
道
具
の
手
斧
の
柄
に
ち
か
は
さ

る
も
の
鳥
む
し
な
と
の
飛
こ
と
く
ふ
ら
り
ふ

ら
り
と
飛
め
ぐ
り
人
の
目
の
う
へ
鼻
の
先
を
し

づ
か
に
行
か
ふ
也
手
ち
か
く
来
る
を
取
ら
ん

と
す
る
に
ひ
ら
り
と
横
へ
き
れ
う
へ
に
あ
が
り

中
ゝ
と
る
事
あ
た
わ
す
た
ゝ
か
け
ろ
ふ
に
似
た

り
む
か
し
よ
り
あ
り
て
何
ゆ
へ
と
い
ふ
を
し
ら

す
少
も
仇
を
な
す
事
な
し
雨
夜
は
わ
け
て
は

や
く
出
る
也
此
地
へ
始
て
の
旅
人
寺
の
て
ふ
の

ほ
ろ
見
ん
と
て
夜
は
な
し
な
と
に
行
ほ
ろ
と
云

は
か
け
ろ
う
な
と
の
類
ひ
こ
こ
に
あ
る
と
見
れ

は
惣
空
中
に
わ
し
る
普
化
和
尚
な
と
の
類
ひ

み
な
梵
論
也
」

　

ち
な
み
に
、手
斧（
釿
）は
湾
曲
し
た
柄
の
先

に
鉄
製
の
刃
が
つ
い
て
い
る
大
工
道
具
で
、原

木
に
近
い
材
木
の
表
面
を
削
っ
て
滑
ら
か
に

す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。そ
の
歴
史
は

古
く
、弥
生
時
代
後
期
に
は
す
で
に
存
在
し

て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、大
工

の
仕
事
始
め
に
は
、こ
の
道
具
の
名
を
冠
し
た

「
手ち
ょ
う
な
は
じ
め

斧
始
」と
い
う
神
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

と
て
も
重
ん
じ
ら
れ
た
道
具
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、梵
論
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
俗
諺
志
』

の
末
尾
に
蜻か
げ
ろ
う蛉
の
こ
と
で
、普
化
和
尚（
虚
無

僧
）も
梵
論
と
い
う
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

飛ひ
だ
の
た
く
み

騨
匠

　

飛
騨
匠
と
は
、奈
良・平
安
時
代
に
徴
用
さ

れ
た
木
工
技
術
者
の
こ
と
で
す
。こ
れ
は
律

令
制
の
租（
米
）・庸（
労
役
も
し
く
は
布
）・調

（
特
産
物
）と
し
て
知
ら
れ
る
徴
税
の
う
ち
、

庸
と
調
を
免
ず
る
代
わ
り
に
都
で
１
年
間
働

か
せ
る
と
い
う
全
国
唯
一の
特
殊
な
制
度
に
基

づ
き
ま
し
た
。

　

都
に
上
っ
た
彼
ら
の
仕
事
は
、一
般
的
な
木

工
や
木
挽
、運
搬
な
ど
で
、い
わ
ゆ
る
大
工
職

で
は
な
く
、夏
季
以
外
は
休
日
も
な
い
過
酷
な

労
働
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
飛
騨
匠
の
制
度
が
成
立
し
た

理
由
の一つ
と
し
て
、飛
騨
の
人
々
は
蝦え
み
し夷
と
見

な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば

「
飛
騨
」と
い
う
国
号
で
す
が
、蝦
夷
を
表
す

「
ヒ
ナ
」と
同
義
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、逃
亡
す
る
者
が
多
く
、そ
の
捕
縛

命
令
に「
飛
騨
匠
は
言
語
や
容
貌
が
他
国
の

も
の
と
異
な
る
か
ら
、名
前
を
変
え
て
も
わ
か

る
」と
書
か
れ
て
お
り
、風
俗
や
身
体
特
徴
が

都
周
辺
の
人
々
と
は
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、飛
騨
匠
が
名
工
で
あ
る
と
い
う

伝
説
は
、『
今
昔
物
語
』を
皮
切
り
に
平
安
後

期
あ
た
り
か
ら
発
生
し
て
き
ま
す
。『
今
昔
物

語
』で
は
、「
飛ひ
だ
の
た
く
み

騨
ノ
工
」が
、有
名
な
実
在
の

絵
師
で
あ
る
百く
だ
ら
の
か
わ
な
り

済
川
成
と
技
く
ら
べ
を
す
る

と
い
う
話
が
あ
り
、「
飛
騨
ノ
工
が
つ
く
っ
た
四

面
す
べ
て
に
入
口
を
つ
け
た
一
間
四
方
の
堂
に
、

百
済
川
成
が
入
ろ
う
と
す
る
と
自
動
的
に
入

口
の
戸
が
閉
ま
っ
て
し
ま
い
、ど
の
方
向
か
ら

も
入
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
」と
い
い
、尋
常

な
ら
ざ
る
工
匠
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

く
だ
っ
て
江
戸
時
代
の
文
化
５
年

（
１
８
０
８
）に
は
、Ｓ
Ｆ
大
活
劇
と
も
い
う
べ

き『
飛
騨
匠
物
語
』が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。主

人
公
の
飛
騨
匠・猪い
な
べ
の
す
み
な
わ

名
部
墨
縄
は
、「
機
巧
絶

妙
に
し
て
、そ
の
術
は
神
技
と
申
す
べ
く
、天

地
造
化
の
不
可
思
議
な
る
物
を
も
難
な
く
彫

鑿
の
上
に
表
わ
し
、木
頭
を
以
て
鳥
と
な
し
、

板
片
を
以
て
馬
を
造
る
な
ど
し
て一
世
の
人
々

を
驚
か
せ
た
賢
き
匠
夫
」で
あ
り
、出
版
の
翌

年
に
は
大
阪
で
人
形
芝
居
も
上
演
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、飛
騨
匠

は
全
国
的
に
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
て
いっ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
飛
騨
か
ら
も
都
か
ら

も
遠
く
は
な
れ
た
仙
台
に
も
、飛
騨
の
匠
の
伝

説
が
残
っ
て
い
る
の
で
、昭
和
52
年（
１
９
７
７
）

に
発
行
さ
れ
た『
仙
台
市
史 

第
６
巻 

（
別
篇 

第
４
）』か
ら
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
西
公
園
の
下
か
ら
広
瀬
川
を
川
内
へ
越

え
る
大
工
橋
を
一
夜
橋
と
いっ
た
。嘉
祥
２
年

（
８
４
９
）８
月
の
こ
と
、飛
騨
工
匠
が
奥
州
へ

来
た
時
、雨
の
た
め
広
瀬
川
の
水
か
さ
が
増
し

て
、向
こ
う
岸
に
わ
た
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。そ
れ
で
、水
が
ひ
く
ま
で
待
つ
の
も
面
倒

だ
と
いっ
て
、一
夜
の
う
ち
に
橋
を
架
け
て
渡
っ

た
と
い
う
」

　

こ
こ
で
語
ら
れ
る
大
工
橋
は
、慶
長
６
年

（
１
６
０
１
）の
仙
台
開
府
か
ら
６
、７
０
年
後

に
初
め
て
架
橋
さ
れ
た
よ
う
で
、飛
騨
匠
が
架

け
た
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
伝
説
で
す
。ち
な

み
に
元
禄
７
年（
１
６
９
４
）に
は
、「
仲
の
瀬

橋
」と
改
名
さ
れ
、昭
和
56
年（
１
９
８
１
）に

は
上
下
二
層
の
道
路
橋
と
し
て
架
け
替
え
ら

れ
て
、今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

セ
ル
キ
ー
（
S
e
l
k
i
e
）

　

セ
ル
キ
ー
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
妖
精
で
、普

段
は
海
の
中
に
い
て
ア
ザ
ラ
シ
の
姿
を
し
て
い

ま
す
が
、陸
に
上
が
る
時
は
皮
を
ぬ
い
で
人
間

の
姿
に
な
り
ま
す
。人
間
の
男
が
、女
の
セ
ル

キ
ー
の
皮
を
隠
し
て
結
婚
を
強
い
る
と
い
う
、

日
本
の「
天
女
の
羽
衣
」の
よ
う
な
話
も
あ
る

な
ど
、こ
の
妖
精
の
伝
承
は
悲
恋
譚
が
多
い
と

言
い
ま
す
。

　

ジ
ジ・パ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
推
理
小
説『
壁
か
ら

死
体
？〈
秘
密
の
階
段
建
築
社
〉の
事
件
簿
』

（
原
題
：『U

nder Lock &
 Skeleton 

K
ey

』）に
は
、主
人
公
の
祖
母
が
語
る
セ
ル

キ
ー
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。も
っ
と
も
、

こ
の
話
は
著
者
の
創
作
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

な
か
な
か
面
白
い
の
で
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
る
小
さ
な
町
、人
々
は
小
さ
な
橋
を
造

ろ
う
と
し
た
。あ
る
大
工
は
、煉れ
ん
が瓦
を
積
む
の

に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
。そ
れ
で
呪
い
の
言
葉
を

つ
ぶ
や
い
て
し
ま
っ
た
。そ
れ
は
と
て
も
危
険
な

こ
と
だ
っ
た
。な
ぜ
な
ら
、呪
い
の
言
葉
を
つ
ぶ

や
く
こ
と
は
、妖
精
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
と

同
じ
だ
か
ら
だ
。

　

妖
精
は
魔
法
で
助
け
て
く
れ
た
が
、代
わ

り
に
４
人
以
上
の
人
間
が
いっぺ
ん
に
橋
を
渡
っ

た
ら
、そ
の
人
た
ち
の
魂
を
妖
精
の
国
に
連
れ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

あ
る
晩
、鍛
冶
屋
、パ
ン
屋
、蝋ろ
う
そ
く燭
職
人
が

橋
を
渡
っ
た
が
、魂
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。あ

れ
？
鍛
冶
屋
、パ
ン
屋
、蝋
燭
職
人
の
３
人
な
の

に
？
な
ぜ
？
…
」

　

お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
か
？
ヒ
ン
ト
は
傍

線
部
分「
あ
る
晩
」で
す
。実
は
、こ
れ
は
英
語

の
綴
り
遊
び
な
の
で
、日
本
語
で
は
わ
か
り
に

く
い
の
で
す
が
、種
明
か
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
は「
あ
る
晩
」（one night

）で
は
な
く
、

「
ひ
と
り
の
騎
士
」（one knight

）と
い
う
オ

チ
で
、３
人
で
は
な
く
、４
人
だ
っ
た
と
い
う
な

ぞ
な
ぞ
で
し
た
。

ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス

（
M
i
n
o
t
a
u
r
）の
迷
宮

　

太
陽
神
の
娘
で
あ
る
パ
ー
シ
パ
エ
ー
は
、ク
レ

タ
島
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
ミ
ー
ノ
ー
ス
王
の
妃
で
し
た

が
、ポ
セ
イ
ド
ン
が
ミ
ー
ノ
ー
ス
王
に
贈
っ
た
美

し
い
雄
牛
に
恋
心
を
抱
き
ま
し
た
。パ
ー
シ
パ

エ
ー
は
、工
匠
ダ
イ
ダ
ロ
ス
に
雌
牛
の
張
り
ぼ

て
を
作
ら
せ
、そ
の
中
に
入
っ
て
雄
牛
に
近
づ

き
思
い
を
遂
げ
、そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
牛

頭
人
身
の
怪
物
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
で
す
。

　

ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
は
、恐
ろ
し
く
残
酷
な
性
格

だ
っ
た
た
め
、迷
宮（
ラ
ビ
ュ
リ
ン
ト
ス
）に
閉
じ

込
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
迷
宮
は
、や
は
り
工

匠
ダ
イ
ダ
ロ
ス
が
造
っ
た
も
の
で
、中
に
入
っ
た

者
は
案
内
人
な
し
に
出
口
を
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
は
９
年
ご
と
に
少
年
７
人
、少

女
７
人
の
生い
け
に
え贄
を
必
要
と
し
た
た
め
、ア
テ
ー

ナ
イ
の
英
雄
テ
ー
セ
ウ
ス
に
討
た
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

テ
ー
セ
ウ
ス
の
英
雄
譚
は
早
く
も
紀
元
前

５
世
紀
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
作
家
の
バ
ッ
キ
ュ

リ
デ
ー
ス
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と

W
・
H
・マ
シ
ュ
ー
ズ
の『
迷
宮
と
迷
路
の
文
化

史
』に
あ
り
ま
す
。

ベ
ネ
ゼ（
B
é
n
é
z
e
t
）

　

フ
ラ
ン
ス
南
部
の
ア
ヴ
ィ
ニョ
ン
に
あ
る
橋
は
、

ロ
ー
ヌ
川
が
バ
ル
ト
ラ
ス
島
に
よ
っ
て
分
岐
す

る
場
所
に
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。石
橋
で
あ
り
、

石
造
部
分
は
１
２
５
０
年
頃
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
が
、木
造
基
礎
部
分
は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ

と
古
い
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ジ
ョ
デ
ィ
ス・デ
ュ
プ
レ
の『
世
界
の
橋
の
秘
密

ヒ
ス
ト
リ
ア
』に
よ
れ
ば
、こ
の
橋
の
建
設
に
は

次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　
「
１
１
７
８
年
、ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
で
皆
既
日
食

が
起
こ
っ
た
。お
び
え
た
人
々
は
市
場
に
集
ま

り
、そ
こ
で
司
教
は
人
々
に
言
葉
を
か
け
て
い

た
。す
る
と
、若
い
羊
飼
い
の
ベ
ネ
ゼ
が
、日
食

は
橋
を
架
け
よ
と
い
う
神
か
ら
の
お
告
げ
だ

と
言
っ
た
。証
拠
を
求
め
る
司
教
に
対
し
て
、ベ

ネ
ゼ
は
巨
大
な
石
を
持
ち
上
げ
、橋
を
架
け

る
場
所
ま
で
運
ん
で
行
っ
た
。彼
は
橋
の
建
設

を
任
さ
れ
、こ
の
奇
跡
を
も
と
に
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
そ
の
後
、ベ
ネ
ゼ
を
聖
人
と
認
め
た
。

彼
の
架
け
た
橋
は
、サ
ン・ベ
ネ
ゼ
橋
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
」（
つ
づ
く
）（

文
：
江
口
知
秀
）

シ
リ
ー
ズ
81

建設産業図書館通信Vol.99

（出典：『本朝俗諺志』巻一　手斧梵論　国立公文書館デジタルアーカイブ
（https://www.digital.archives.go.jp/）より転載）

上下二層の道路橋となっている現在の仲の瀬橋（宮城県仙台市青葉区）

セルキー（当館職員　上原由子画）

ミノタウロス（当館職員　上原由子画）
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名
古
屋
市
の
官
庁
街
（
中
区
三
の
丸

地
区
）
の
一
角
に
悠
然
と
立
つ
赤
レ
ン
ガ

造
り
の
建
物
。
そ
れ
が
、
今
回
紹
介
す
る

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
で
す
。
大
正
11
年

（
１
９
２
２
）、
そ
れ
ま
で
別
々
に
設
置
さ

れ
て
い
た
控
訴
院
（
現
在
の
高
等
裁
判
所
）、

地
方
裁
判
所
、
区
裁
判
所
を
１
カ
所
に
集

め
た
庁
舎
「
名
古
屋
控
訴
院
地
方
裁
判
所

区
裁
判
所
庁
舎
」
が
完
成
。
以
来
、
昭
和

54
年
（
１
９
７
９
）
に
名
古
屋
高
等
裁
判

所
お
よ
び
名
古
屋
地
方
裁
判
所
の
機
能
が

移
転
す
る
ま
で
、
こ
の
建
物
が
中
部
地
方

の
司
法
の
最
前
線
を
担
う
場
所
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
能
が
移
転
し
た
後
の
庁
舎

は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
建
物
を

取
り
壊
す
計
画
が
浮
上
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
民
か
ら
「
名
古
屋
の
貴
重
な
文
化

遺
産
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
上
が
り
、
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）、
建

物
の
一
部
を
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
。

そ
れ
に
伴
い
建
物
の
保
存
・
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
に
市

政
資
料
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
19
世
紀
後
半
に
欧
米

で
主
流
だ
っ
た
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
で

建
造
さ
れ
、
正
面
中
央
に
ド
ー
ム
屋
根
の

塔
屋
を
、
両
サ
イ
ド
に
急
勾
配
屋
根
の
角

屋
を
配
し
た
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
外
観
で
す
。

ま
た
、
外
壁
の
赤
い
レ
ン
ガ
と
白
い
花か
こ
う崗

岩
の
組
み
合
わ
せ
が
、
美
し
い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

正
面
入
り
口
を
抜
け
る
と
、
そ
の
先

に
は
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
中
央
階
段
室
が
広

が
り
ま
す
。
２
階
か
ら
吹
き
抜
け
の
３
階

に
は
、
豪
華
な
大
理
石
の
手
す
り
が
付
い

た
階
段
と
廊
下
が
Ｔ
字
型
に
伸
び
て
お
り
、

階
段
を
上
り
切
っ
た
正
面
と
「
ヴ
ォ
ー
ル

ト
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ー
チ
状
の
天
井
に
は
、

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
面
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
は
罪
と

罰
が
公
平
に
釣
り
合
う
こ
と
を
表
現
し
た

「
天て
ん
び
ん秤
」
が
、
天
井
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に

は
公
明
正
大
を
表
し
た
「
日
輪
」
が
描
か

れ
て
お
り
、
裁
判
所
と
し
て
の
名
残
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
中
央
階
段
室
の
４

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
黒
色
の
柱
に
は
、
上

半
分
に
大
理
石
の
模
様

を
漆
喰
で
描
く
「
マ
ー

ブ
ル
塗
り
」
が
施
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
高
度
な

技
術
の
装
飾
も
見
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
資
料
館

は
、
建
物
の
展
示
・
公

開
、
歴
史
的
価
値
の
あ

る
公
文
書
の
保
存
・
開

示
、
市
民
が
会
議
・
講

習
会
や
作
品
展
示
な
ど

の
活
動
を
行
う
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、
と

い
う
３
つ
の
事
業
を
柱

と
し
て
い
ま
す
。

展
示
・
公
開
の
対

象
は
、
す
で
に
紹
介
し

た
外
観
や
中
央
階
段

室
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
創
建
時
に
設
置
さ

禁転載
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２０１3年 ２０１4年 ２０１5年 ２０１6年
冬：あつまる
春：うごかす
夏：そだてる
秋：おさめる

冬：よみがえる
春：のばす
夏：はかる
秋：たくわえる

冬：へらす
春：もてなす
夏：さかせる
秋：こわす

冬：くみあわす
春：ささえる
夏：つなぐ
秋：たのしむ

２０１7年 ２０１8年 ２０１9年 ２０20年
冬：しる
春：やすむ
夏：いかす
秋：あゆむ

冬：つかう
春：かえる
夏：ふせぐ
秋：つたえる

冬：あたたまる
春：かんがえる
夏：めざす
秋：みせる

冬：とりくむ
春：つなぐ２
夏：たかめる
秋：みちびく

２０21年 ２０22年 ２０23年 ２０24年
冬：ひきつける
春：つたえる２
夏：ふかめる
秋：ととのえる

冬：かさねる
春：むきあう
夏：みなおす
秋：えがく

冬：はたす
春：つくる
夏：きずく
秋：めぐる

冬：かたる
春：あらためる
夏：つどう
秋：みちびく２

愛
知
支
店
か
ら

光
り
輝
く
レ
ト
ロ
な
美「
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
」

れ
た
控
訴
院
の
会
議
室
も
、
復
原
し
公
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
つ
が
、
重
要
文

化
財
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
明
治
憲
法
下
の

法
廷
や
現
行
憲
法
下
の
法
廷
、
昭
和
３
年

（
１
９
２
８
）
か
ら
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）

ま
で
使
用
し
て
い
た
陪
審
法
廷
も
、
再
現

し
展
示
し
て
い
ま
す
。

公
文
書
の
保
存
・
開
示
で
は
、
明
治
22

年
（
１
８
８
９
）
の
市
制
施
行
後
の
公
文

書
を
中
心
に
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
持

つ
市
政
に
関
す
る
資
料
も
収
集
・
保
存
し
、

公
開
し
て
い
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
の
提
供
で
は
、
市
民
が
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
で
利
用
で
き
る
〝
集

い
の
場
〟
と
し
て
集
会
室
・
一
般
展
示
室

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
利
用
料
の
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
さ
（
例
え
ば
集
会
室
は
半
日

１
０
０
０
円
～
）
と
重
要
文
化
財
の
建
物

内
と
い
う
レ
ア
感
か
ら
、
利
用
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
建
物
は
ド
ラ
マ
や
映
画
の

ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
、
最
近
で
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
虎
に
翼
」

（
２
０
２
４
年
４
月

～
９
月
放
送
）
に

東
京
地
方
裁
判
所

と
し
て
登
場
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に

結
婚
式
場
と
し
て

も
利
用
で
き
る
な

ど
、「
は
て
？ 

こ

の
建
物
は
一
体
何

…
…
？
」
と
思
う

ほ
ど
、
マ
ル
チ
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

名
建
築
の
鑑
賞
、
名
古
屋
の
歴
史
の
学

び
場
、
ロ
ケ
地
巡
り
な
ど
、
国
の
重
要
文

化
財
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
・
視

点
で
味
わ
う
の
も
面
白
い
と
思

い
ま
す
。
入
館
は
無
料
な
の
で
、

気
軽
に
立
ち
寄
り
、
そ

の
多
彩
さ
を
堪
能
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

当時の様子を再現した明治憲法下の法廷

（写真提供：（公財）名古屋観光コンベンションビューロー）

階段正面と天井のステンドグラス、大理石の階段手
すり、大理石を模した柱のマーブル塗りなど、華麗な
装飾が特徴の中央階段室

壮麗で豪華なネオ・バロック様式の外観を持つ名古屋市市政資料館（愛知県名古屋市）

〒461-0008
愛知県名古屋市東区武平町5丁目1番地 
名古屋栄ビルディング3F
TEL. (052) 962-3461　FAX. (0120) 027-516

愛知支店

編 集 後 記

1月17日、阪神・淡路大震災発生から30年を迎えます。犠牲者
への鎮魂と大震災の教訓を語り継ぐ「神戸ルミナリエ」、今年はどの
ような輝きを見せてくれるでしょうか。改めて犠牲者への哀悼の意
を表し、Photo Galleryで紹介させていただきました。

石川県では、昨年の元日に能登半島地震、9月には奥能登豪雨が
発生し、大きな被害が出ました。新年を迎え、災害のない穏やかな
一年であることを願わずにはいられません。未だ生活再建の目途が
立たない方も大勢いらっしゃることでしょう。一日も早く平穏な日常
が戻りますように。

本誌は今年も、安心・安全な暮らしを守るためインフラ整備に尽
力されている建設産業とともに歩んでまいります。今年もよろしく
お願いいたします。

建設業界のイメージアップおよび入職促進を目的とした映像コン
テンツ新シリーズの第1話「update #1　福島 夜間トンネル工事」
を公開中です。是非ご覧ください。

お 知 ら せ
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建設業界への入職促進・イメージアップ動画公開中 ！ ！

YouTube 東日本建設業保証公式チャンネル
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